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[背;長.[1(1り]長JUIにわたり人工呼吸器で管即

されている患者において、時折ウィ一二ングが困

難な症例に遭偶する場合がある。現在、呼吸回数

/一回換気量比(f!VT)がウィ一二ングを成功さ

せる最も信頼ある指標である、とする報告が多い。

効率良くウィーニングを進めるためには、その過

程において呼吸筋に適度な仕事を負荷することが

重要である。今回我々は、組自のウィーニングプ

ロトコールを使用し、酸素消費量の増加l率

(OC08)が効率良くウィーニングを進めていく過

程で信頼ある指標になり得るかどうかを検討したf

[対象・方法]相当医が人工呼吸器の阿佐脱に一度

以 上失敗した患者に対し 、 人 工 呼吸器

NPs7200aeと代謝モニタ-NP87250を使用し、

同じプロトコールに従いウィーニングを行った。

SIMV モードを使用した一回のウィ一二ングトラ

イアルを 30分とし、 トライアルを全て失敗と成

功に分類した。安静時およびそれぞれのトライア

ルの終了直前において、呼吸回数、一回換気量、

分時換気量、酸素消費量、およびエネルギー消費

量を測定し、それらの増加率を統計学的に比較検

討した。 [結果120例から 208回のトライアル

を収集した。 lつのトライアルの成否に対し、

OC08のカットオフ値を 30%とした場合、

Sensitivity96%、 Specificity82%、 Positive

Preclictive Value92%、 Negative Predictive 

Value89%であった。 f!VT を含めた他の因子と

の比較においても OC08は有意に優れた指標で

あった。[結論10C08はウィーニングトライア

ルの成否において信頼ある指標であった。酸素消

費量の持続モニタリングは効率良くウィーニング

を進めていく上で有用な手段であると考えられた。




